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　　　　　　　　　　　　　　２年２組　山田太郎の「いじめ被害事実」　

【保護者による聞き取り】　　　　　　　

　先日、私どもの長男・太郎からこれまでのいじめについて、ゆっくりと話を聞く機会が持てました。１年生の時からＡ君からのいじめが始まったと言います。まずは言葉でからかられ、一年生の終わりから二年生になる頃にたたいたり蹴ったりの暴力行為に変わっていきました。毎日のように、誰かしらにいじめられていましたが、親が聞かなかったので黙っていたと言います。

５月１７日（木）　体育時に「追い越すな！」と他の子に言ったところ、勘違いされてか、Ａ君から「うるさいんだよ！」と胃のあたりにパンチを入れられる。Ｂ君から、休憩時にひざで急所を蹴られる。

５月１８日（金）　際立ったいじめはなかったが、毎日必ず誰かしらに叩かれたりしていると言う。

５月２１日（月）　給食時にＣ君から平手で背中をおもいっきりたたかれる。3回は強く、4回は若干弱め。先生はちらっと注意してくれた。

５月３０日（水）　以前から時々「ゲロだ！」と嫌な呼び方をする。なかなかやめてくれない。

※太郎は言葉には特に傷つきやすい。

５月３１日（木）　廊下で、Ａ君から膝で急所を3回蹴られる。

６月１５日（金）　Ｂ君が蹴ったり、肘鉄したりする。Ａ君よりは強さは弱めだが毎日。Ｄ君もちょっかいを出してくる。「やめて」と言っても止めない。他の子は見ているがほとんど何も言わない。（他の子も叩かれることはあるらしい。）

→本人（太郎）のストレスになっているようで、遊んでいるときは忘れているが、勉強を始めると思い出してしまい、身が入らないのだと言う。

６月１８日（月）　給食の後、Ａ君、Ｂ君が頭を一回ずつ叩く。
６月１９日（火）　何もしていないのに、朝、靴から上履きに履き替えるときに、Ｄから「ゲロだ、ゲロだ」とからかわれる。「やめろ！」と言った。

６月２５日（月）　帰宅が少し遅れたので、父親が理由を聞いたところ、クラスの女子のＥちゃんが蹴ってきて、きりがないので逃げたら、Ｃ君が追いかけてきて蹴ってきた。その後、学校の近くの公園に行き、最初はそこにいた子供たちと普通に遊んでいたが、その中にいたＦ君とＧ君に「こっちに来るな！」「あっちに行け！」のようなことを言われ、元気なく帰ってくる。

６月２６日（火）　Ｃ君から履きを履いた足で左膝下を蹴られる。アザになる。一回は他のところを蹴られたがアザにはならなかった。三時間目終了後。先生がＣ君に「なぜそんなことをするのか？」と聞くと「キモイから！」と答える。

６月２９日（金）　担任の先生との懇談後、先生は「クラスの中で他の子もいじめられているけれども、太郎君へのいじめが一番ひどい。最近はさらにクラスの女子がいじめに加わるようになり、エスカレートしてきている。普段しないような子まで何故かつられていじめるようになってきている」という。今まで女子のいじめは言葉が多かったが（「キモイ！」「気色悪い！」のような）手足が出るようになってきた。

